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DIT流 学生イベント

　学生会執行委員会主催の学生イベント「体育大会」を１０月８日（体育の
日）・９日火に開催した。職員・学生合わせて、およそ６００人が参加。
ジャージ姿の爽やかな笑顔にキャンパスが包まれた。

　クラブ委員会主催の学生イベント「レガッタ大会」を１１月４日日に開催し
た。クラブの部 ２４チーム、一般の部 １１チームがエントリー。応援団を合わ
せると２００人を超える参加者が庄内川ボートコースに集まった。
　秋晴れの空の下、スポーツの秋を満喫、青春を謳歌した。

雨天中止サッカー

８
日

１位：Ｂ’Ｚ
２位：ハロルド・パワーズ
３位：ボンバー

バスケットボール

１位：石黒千善（ Ｂ０６）
２位：青山　豊（ Ａ０６）
３位：大村慶亮（０４Ｂ ）

スポーツチャンバラ

１位：ブルマくいこみパラダイス
２位：スパイダーズ
３位：くそだぬき

ソフトボール

９
日

１位：ＤＯすればＥじゃない
２位：ＦＣ. ＥＩＪＩ
３位：ＳｕｒｐｒｉｓｅＡ

フットサル

１位：卿　武史（０５Ｂ ）
２位：樋田和也（ Ｂ０６）
３位：安藤圭祐（ Ｍ ０７）

卓球Ａリーグ

１位：宮崎洋平（０５Ｂ ）
２位：平山和也（０５Ｂ ）
３位：岡村健司（ Ｂ０７）

卓球Ｂリーグ

１位：山田錦（吹奏楽団＆E.P.D.S.部ＯＢチーム）
２位：緑のタオルさんチーム（ＡＬＬ学生会チーム）
３位：チームＤ（堀研究室ＯＢチーム）
４位：大同インテリジェンス（職員チーム）

一
般
の
部

１位：やらないか（Ｅ．Ｐ．Ｄ．Ｓ．部）
２位：ＤＭピンクエンジェルス（モーターサイクルスポーツ部）
３位：吹奏楽団員の夜のおかず（吹奏楽団）
４位：アンチエンジェルス（自動車部）

ク
ラ
ブ
の
部

成績結果

成績結果
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学生の勇姿

第̐期大同フォーミュラϓロジェクト（̛̙̥）

第 5 回 全日本学生フォーミュラ大会

　２００６年１１月、上田友佑君（当時工学部機
械工学科３年）をプロジェクトリーダーに第４
期ＤＦＰが動き始め、２００７年４月、本格始動。
メンバーは１６人。第４期ＤＦＰのキーワード
は「Ｄ－LIGHT」。大同の「Ｄ」と軽さを意味す
る「LIGHT」、喜びを意味する「DELIGHT」の
造語だ。とにかく今回はチーム内で議論を重
ねた。前年度の車両（ＤＦ０６）をマイナーチェ
ンジして、無難に車検を通過させるのか。そ
れとも、フルモデルチェンジし、自分たちのス
タイルで作り上げるのか。メンバーが出した
答えはフルモデルチェンジだ。エンジン・マ
フラー・ディファレンシャル（駆動系）ギヤ等、さ
まざまな改良を試みた。またカウル（外装）は
横山弥生研究室（情報学部情報学科コン
ピュータサイエンス専攻）とコラボレイト。前年
度までのチームカラー青／白を赤／黒に、更
に塗装には漆が使用され、光り輝く「ＤＦ０７」が
完成した。実は車両をフルモデルチェンジし
たこともあって、会場入りする当日に完成。ほ
とんど練習走行もできないまま、不安な状態で
本番を迎えることとなった。
　９月１２日水～１５日土、静岡県袋井市にあ
る「ECOPA・小笠山総合運動公園」で第５回
全日本学生フォーミュラ大会が開催された。
初日「車検」
　予想外のフレームレギュレーション（企画）
違反を指摘され、フレームを交換するため切
断、そして溶接を余儀なくされた。

２日目「車検」
　フレームは通過したが、今度はブレーキテ
ストが通過できない。およそ１０回の車検で何
とか合格。その時車検のスケジュール時間
は３０分以上過ぎていて、辺りは薄暗くなってい
た。ＤＦＰの熱意を酌んでくれたのか、主催
者側の温情措置に感謝したい。

３日目「プラクティス」
　ほぼ初めてであろう、練習走行。スタート
早々、ＤＦ０７から煙が…。マフラー等多くの部
品に不具合が生じた。大会前にテストしてい
れば避けられた不具合だ。ここであきらめる
訳には行かない。最終日、大会のクライマッ
クス「エンデュランス」に何としても出場したい
という気持ちで、部品を大学まで取りに帰り、
静岡にある大学で鈴木桂輔准教授（工学部
機械工学科機械工学専攻）と６人のメンバー
が徹夜で修理。最終日の会場へ向かう１５分
前に完成させてみせた。

最終日「三度車検」
　通過できなければ、「エンデュランス」に参
加できない状況で望んだ車検、見事通過。も
はやエンデュランスで走れることが奇跡と思え
るほどの道のりだっただけにメンバーは喜んだ。

最終競技「エンデュランス」
　「ポイントにならなくても完走できれば」と挑
んだエンデュランスがスタートした。ＤＦ０７が
コースを走っていることに喜びを感じていた
４週目。ミスコースした前走車両を避けるた
めにDITドライバーが急ブレーキしたところエン
ジンが停止、再び動き出すことはできなかった。

　コース委員長からの発表は「DITに非は無
い」、また前走車両の大学から謝罪もあったが、
「すべては自分たちが招いたこと。これも経
験として吸収するしかない」とプロジェクトリー
ダーの上田君は言う。
　第４期ＤＦＰは静的審査のひとつであるコ
スト審査で８／６１位と上位にくい込んだもの
の、動的審査を含む総合順位は３８／６１位とい
う結果に終わった。しかし挑戦し続けた彼ら
のスタイルに後悔はない。間違いなく「次をつ
くる成果」を残したはずだ。

車検へ向かう

車検中

すべての車検が通過した
ことを示すステッカーを
貼る鈴木准教授

車検通過を喜ぶ
プロジェクトリー
ダーの上田君

マフラーに亀裂が
徹夜の修理

エンデュランススタート前

エンデュ
ランス

スタート
前の

ドライバ
ーのふた

り

エンデュランス走行
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　全日本ジムカーナ選手権で優勝し、日本一
の栄光に輝いた実績もある伝統のDIT自動
車部が、変化を求めて「第５回全日本学生
DRIFT王座決定戦」に初挑戦したのは昨年
のこと。この挑戦が部の活性化に繋がったと
その大会からの１年間を振り返る。「正直
言って近年、自動車部に以前の活気がありま
せんでした。レースで好成績を残したいとい
う強い気持ちで部活に参加していた部員はほ
んの一部。全体としてはあまりまとまっていな
かった…」と彼らは言う。しかしこのままでは
いけない、この状況を打破しなければとの想
いから、ドリフト競技を部として取り入れた。
するとまず練習量に変化が。部員同士が誘
い合いまとまって、練習に参加するようになっ
た。こうして高まっていった仲間意識は成果
としても表れ、平成１９年５月に開催された「全
中部学生ジムカーナ選手権大会」において、
ぶっちぎりの団体優勝。３年ぶりに好成績を

残した。
　初出場した第５回大会がきっかけと
なって部が活性化され、新たな気持ち
で臨んだ第６回大会、目標は入賞だっ
た。結果は予選通過したものの、目標
を達成することはできなかった。しかし
東日本大会（８／１０開催・栃木県日光
サーキット・９９人参加）に１３人、西日本
大会（８／１７開催・岡山県備北ハイラン
ドサーキット・８１人参加）に３人がエント
リーしたＤＩＴ。これは全出場校で最多
のエントリー人数。「ドリフトの名門校と
言える実績だ」と大会関係者から評価
を得た。また応援を含めるとのべ２９人
の部員が参加し、現場ではどの大学よ
りも明るくエンジョイしている、ピンクのＴ
シャツ軍団 DIT自動車部が目立っていた。
　そのチームスタイルが、雑誌「ドリフト
天国」に大きく紹介された。

　９月１日土～６日木、スカイホール豊田で
開催された「ハンドボール北京オリンピック男
子アジア予選」で２大会連続、DITハンド
ボール部＆吹奏楽団が日本ハンドボール協
会より日本代表チームの応援要請を受けた。
　きっかけは６年前、DITハンドボール部が
東海１部リーグに昇格を果たしたシーズンに
遡る。ハンドボール部顧問の佐藤壮一郎講
師（教養部 保健体育教室）の要請を受け、
DIT石井記念体育館で行うホームゲームに吹
奏楽団が登場、ドラムやトランペット等の楽器
を用いてハンドボール部の控え選手と共に応
援を始めた。今現在でもなおハンドボールの
応援に楽器を使用することは珍しく、当時とし
てはかなり画期的で注目を浴びると共に、選

手からも「気持ちが盛り上
がり、燃える外」と喜ばれ
た。それからは他大学も
負けじと応援団やチア
ガールを引き連れて来るよ
うになり、石井記念体育館
で行われる試合は毎回他

会場にはない盛り上がりを見せていた。その
東海学生リーグの会場を見た大同特殊鋼フェ
ニックス（２００６年度３冠に輝いた日本一の社
会人ハンドボールチーム）からDITに応援要
請があり勿論協力参加。次はその日本社会
人リーグの会場を見た日本ハンドボール協会
から神戸で開催されたアテネオリンピック男子
アジア予選（平成１５年）において「日本代表の
応援団」として正式にオファーがあったという
訳だ。
　会場はハンドボール部のマイクパフォーマ
ンスと吹奏楽団の音にリードされ、ひとつとなり
大応援団を結成。「応援団の力が日本代表
を北京へ導くのだ外」という熱い気持ちで精
一杯応援していた。

　川岸祐哉君（情報学部情報学科メディアデ
ザイン専攻３年）が部長を務める広報研究会
の６人が、９月１６日日、大磯通商店街の秋イ
ベント「いりゃーせ大磯」に、「カードマジック」と
「パソコンでお絵かき」の二つの「子ども向け
アトラクション」で参加した。
　アメリカ短期留学でオレゴン大学のスタッフ
を感心させた加藤瞬君（同）の鮮やかなカード
マジックに、子どもたちからは「どうして～？」の
大合唱。一方「パソコンでお絵かき」では、片
田悠介君（同）と延原得靖君（同）たちの鮮や
かな手つきで完成したキャラクターがプリント
アウトされると、子どもたちが列を作った。
　同商店街の稲熊金敏理事長は、「大同工大
の皆さんのおかげで、子ども向けのアトラク
ションが人気を呼び、天気が悪かった割には、
人出が多くて感謝しています」というお礼の言
葉をいただいた。
　広報研究会は、今後とも地域の各種団体と
積極的にコラボレーションしていくことにして
いる。

自動車部

エンジョイスタイルで活性化外

DITハンドボール部＆DIT吹奏楽団＆大同ߍߴஉঁハンドボール部

ハンドボール日本代表の応援に大活躍 外

広報研究会
南区・大磯通商店街の
イベントに参加・加勢 外
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Another Real FaceAnother Real Face ３３３

 吉岡慎一郎君（工学部情報機械システム工学科４年）

オレゴン大学語学研修
　２００７年の春から半年間、私は語学研修で
アメリカのユージーンにあるオレゴン大学へ
行って来ました。私が始めの３ヶ月間生活し
た寮は、日本人が私一人だったので現地の
友達を作るにも英語を学ぶにも良い環境でし
た。１ターム目が終わる頃には不動産屋をま
わってアパートを探し、２ターム目から日本人
二人と３LDKのアパートでルームシェアをし
て生活しました。
　ＡＥＩの必須授業であるオーラルの授業で
は、自分のことや配布される資料についての
プレゼンテーションや、ディベートをすることが
ありました。ディベートは自分たちで何につい
て討論するかを決め、プロジェクターなどを
使って説明したりしました。私はアメリカの州
法について韓国人の学生とディベートを行い
ました。ディベートは私がＡＥＩで受けたオー
ラルの授業の中で最も単語やアメリカの文化
を学べた授業でした。
　ＡＥＩには日本、韓国、中国、サウジアラビ
ア、トルコ、ミャンマー、ブラジルなどいろいろ

な国から英語を学び
に来ている人たちが
いるため、様 な々国籍
の友達もでき、それぞれの国の文化を学ぶこ
とができました。
　私には１ターム目と２ターム目の間に１０日
以上の休みがあったので日本から遊びに来
ている友達と二人でレンタカーを借りて、オレ
ゴン州からカルフォルニア州、ネバダ州、ユタ
州、アリゾナ州へとテントや寝袋、調理器具な
どを持って旅をしました。宿泊施設などは予
約せずにキャンプ場やモーテルなどを探して
宿泊しました。ロサンゼルスやラスベガスな
どの大きな町にも寄りましたが主に寄った場所
はグランドキャニオンなどの国立公園で日本
では見ることのできない自然の姿を見ることが
できました。旅中トラブルもいくつかあり、その
場を打開するたびに英語を学ぶことができま
した。また、２ターム目には友達とシアトルへ
行き、マリナーズのイチロー選手対レッドソック
スの松坂投手の試合もみることができました。

　私はオレゴン大学での授業
終了後、自分の英語を使って
一人で生活することと英語をよ

り上達させることを目標にオレゴンからカナダ
へ渡りました。カナダでは１ヶ月間バックパッ
カー用の格安モーテルで生活をしました。そ
こでは多くの旅行者と話す機会があり、彼らの
経験談などを聞いたりすることで自分の英語
に何が足りないのかよく分かりました。それは、
単語をもっと沢山覚え理解することです。カ
ナダでは年齢の離れた人たちと話すことが多
く、私の知らない単語を沢山耳にしたのです。
　今回の語学研修では、オレゴン大学での授
業やアメリカやカナダで出会った人たちから
英語を沢山学び、沢山の人と会話することに
よって様 な々国の文化や物事に対する考え方
など、英語以外のことも沢山学ぶことができま
した。また日本に帰国してからも連絡を取り
合う友達も沢山作ることができ、私にとってこ
の半年間は本当に貴重な経験になったと思い
ます。

　平成１５年８月、鈴鹿サーキット（三重県）の
レーシングコースを１周（5.8㎞）する自転車
ロードレース「シマノ鈴鹿ロードレース」に出場
した。自転車で全国を旅していた兄からレー
ス用の自転車を譲り受けたことがきっかけだ。
中学・高校と陸上部だったこともあり、脚力に
は自信があった。出場者はおよそ２００人。ス
タート直後、接触トラブルからいきなり転倒、最
下位からのスタートとなってしまったが、諦め
ることなく、がむしゃらにレースを続けた。スタ
ンドの観客は彼に注目していた。最下位から
怒涛のごぼう抜き、１８０人を抜き去って２１位で
ゴールしたからだ。このレースで彼は自転車
競技のスピード感に魅了された。
　次に雑誌等で、複合競技ディアスロンを
知った。第１ラン（ランニング）－バイク（自転
車ロードレース）－第２ラン（ランニング）を順
に行い、所要時間、順位を競うスポーツだ。
彼はその大会に出場するため、バイクトレーニ

ング４００㎞、ランニング６０㎞、DIT体育館での
筋肉トレーニングを毎週続けた。
　平成１６年６月、デュアスロン伊勢大会に出
場した。バイクよりもさらにランは自信があった。
そのふたつの複合競技、楽勝のはずだった
…しかし結果は惨敗。アップダウンが続くバイ
クコース、体重が軽い彼は下り坂でどんどん
後続者に追い抜かれた。本来体力を温存で
きるはずの下り坂でも彼はペダルを漕ぎ続け
なければならなかった。やっとのことで第２
ラン、その時にはもう足が動かなくなっていた。
初めての経験だった。転倒を繰り返しながら、
なんとか完走したが制限時間オーバーで失
格。順位は記録されなかった。しかし、この
失敗は彼をさらに熱くした。失敗は成功の基、
経験から得たものは大きかった。ランとバイク
は主として使う筋肉を分けなければならない
ことを実践から理解できた。複合競技の深さ
を肌で感じた彼は、苦手なスイム（水泳）を含

めたトライアスロン
も挑戦したいと思う
ようになっていた。
　それから１年間、
乗鞍の自転車ロードレースや地元のマラ
ソン大会等に出場しながら、バイクとランの
フォームを改良。トライアスロン挑戦に備えた。
　平成１７年８月、木曽川で行われたトライア
スロン大会に念願の出場を果たした。スイム
（８００ｍ）－バイク（６０㎞）－ラン（１５㎞）、制限
時間は６時間。彼は沿道からの声援を全身
に受けながらゴールを目指した。結果は見事、
制限時間内で完走。最下位に近い順位では
あったが、出場者のうち４割がリタイアするな
かでの結果だ。
　トライアスロンから得たものはと彼に聞くと、
「達成感は勿論ですが、それよりも人のあたた
かさ、また様 な々年齢層の仲間ができました」と
満足げに話してくれた。

 岩佐彰君（工学部都市環境デザイン学科４年）

トライアスロンに挑戦外

４４
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空手道部  ━━━━━━━━━━━
●東海地区大学・工業高等専門学校空手道
選手権大会（6／10）

　団体組み手3位（04E石田洋一、04B戸松幸
大、A06齊藤大晃）

弓道部  ━━━━━━━━━━━━
●武豊町秋季弓道大会（10／16）出場

硬式テニス部  ━━━━━━━━━
●東海大学対抗テニスリーグ戦（7／7）出場
●東海学生春季テニストーナメント大会
　（4／21～5／5）出場
●東海学生新人テニス選手権大会（9／9～16）出場
●全日本大学対抗テニス王座決定試合 東海地区
予選東海大学対抗テニスリーグ戦（9／22）出場

硬式野球部  ━━━━━━━━━━
●春季リーグ戦（4／7～6／3）4部6位

自動車部  ━━━━━━━━━━━
●全中部学生ダートトライアル（5／12～13）
　団体3位（04J依田哲也、04M上田友佑、
A06樋口哲也）

●全中部学生ジムカーナ選手権大会（5／２７）
　団体優勝
●明宝ジムカーナ走行会（8／14）出場
●全日本学生ジムカーナ選手権大会
　（8／25～26）出場

スキー部  ━━━━━━━━━━━
●全国学生岩岳スキー大会アルペン競技の部
　（3／16～24）
　スーパー大回転1位 大回転3位（04B梶彰克）
●全国学生岩岳スキー大会基礎スキーの部
　（3／3～9）個人総合17位（04B梶彰克）
　新人戦総合16位（R06田谷竜兵）
●東海学生基礎スキー選手権大会（2／25～3／3）
　個人総合1位（04B梶彰克）、新人戦総合4
位（R06田谷竜兵）、新人戦総合11位（E06
甲村浩喜）、新人戦総合9位（M06小林謙
太）、新人戦総合10位（B06稲葉大樹）（E06
菊池和行）

漕艇部  ━━━━━━━━━━━━
●中日本レガッタ（4／20～22）出場

バドミントン部  ━━━━━━━━━
●東海学生バドミントン選手権大会［個人戦］
　（4／16～20）出場
●東海学生バドミントン選手権大会［団体戦］
　（4／2～7）出場

バレーボール部  ━━━━━━━━
●春季東海１部リーグ（4／14～5／20）７位

ハンドボール部  ━━━━━━━━
●東海学生ハンドボールリーグ戦 春季
　（4／1～5／13）５位

　得点王04J大橋隆之  敢闘賞04B石塚大樹
●東海学生ハンドボール選手権（6／17～24）
　Aチーム優勝　Bチームベスト8

モーターサイクルスポーツ部  ━━
●OLD DAY 走り屋同窓会（4／29）6位入賞
●NANKAI鈴鹿MINI−MOTO4時間耐久
ロードレース（9／2）61位／120エントリー

陸上競技部  ━━━━━━━━━━
●第61回名岐駅伝（2／3・4）31位
●土曜競技会（6／2）出場
●第1回駅伝強化長距離記録会（6／30）出場
●岐阜県選手権（7／8）4位（04J幅光宏）

レーシングカート部  ━━━━━━
●RAINBOW CUP SERIES，3（4／20～22）
　決勝5位（04M古屋辰典）
●RAINBOW CUP SERIES，2（3／24～25）
　決勝9位（04M古屋辰典）
●RAINBOW CUP SERIES，1（2／24～25）
　決勝5位（04M古屋辰典）
　決勝11位（B06村瀬亮太）
●APG CUP第2戦（5／5～6）
　17位（05M中嶋和人）
●瑞浪シリーズ第3戦（5／5～6）
　決勝10位（04M古屋辰典）
●APG CUP第1戦（3／17～18）
　5位（05M中嶋和人）
●全日本併備地方戦FS−125クラス
　（5／14～15）決勝6位
●瑞浪シリーズ第1戦（2／17～18）
　決勝20位（04M古屋辰典）
●RAINBOW CUP SERIES，4（6／2～3）
　決勝7位（04M古屋辰典）
　決勝6位（B06村瀬亮太）
●全日本併備地方戦FS−１２５クラス 第2戦
　（6／23～24）決勝9位（05M中嶋和人）
●新人戦（7／29）決勝7位（M07堀智洋）

E・D・P・S部  ━━━━━━━━━
●サンシャインクリエイション３５（4／22）参加

音楽研究部  ━━━━━━━━━━
●もちの木野外ライブ（2／10）参加
●デモコンライブ（4／11～12）参加
●若宮野外ライブ（9／1）参加

吹奏楽団  ━━━━━━━━━━━
●学位記授与式（3／22）演奏
●入学式（4／2）演奏
●大学祭（5／20～27）演奏
●大同特殊鋼主催くすのき子ども作品コン
クール表彰式（6／3）演奏

●ハンドボール北京オリンピック男子アジ
ア予選 応援団（9／1～6）応援

アーチェリー同好会  ━━━━━━
●東海学生アーチェリー王座出場校決定戦

　（4／28～29）15位
●東海学生アーチェリー選抜選手権大会
　（5／13）出場
●東海学生アーチェリーフィールド選手権大会
　（9／23）出場
●東海学生アーチェリー個人選手権大会予選
　（8／7～8）出場

水泳同好会  ━━━━━━━━━━
●梅村杯長距離水泳競技大会（5／19）出場
●中部学生選手権水泳競技会
　（6／30～7／1）出場

ダンス同好会  ━━━━━━━━━
●学年別戦（2／4）下位リーグ総合6位
●中部日本学生競技ダンス選手権大会 ラ
テン戦（5／13）出場

●中部日本学生競技ダンス選手権大会 モ
ダン戦（5／14）出場
●西日本ラテン戦（6／3）出場

テーブルゲーム研究部  ━━━━━
●外部コンベンション（6／23）参加

漫画研究部  ━━━━━━━━━━
●コミックマーケット（12／28～1／1）参加
●COMIC1（4／29～5／1）参加
●コミックライブin名古屋（1／28）参加
●万聖祭（11／4～6）参加
●EXPO２００７ OSU NAGOYA（2／12）参加
●COMICCOMMUNICATION11（6／10）参加

ラグビー部  ━━━━━━━━━━
●リーグ戦直前強化合宿＆顧問誕生会
　（9／8～9）大成功外

ロボット研究部  ━━━━━━━━
●第11回ROBO−ONE（3／23～26）
　本戦ベスト16（MM06青木康宏 ツリモセン
サ賞・オートデスク賞）
●ロボファイト5（5／12）出場
●第１４回かわさきロボット競技会（8／25～26）出場
●第１２回ROBO−ONE（9／15～16）出場

軟式野球同好会  ━━━━━━━━
●春季リーグ（3／22～5／5）2勝3敗
●春季下位リーグ（6／16～23）
●秋季リーグ（8／27～10／8）3勝7敗

広報研究会  ━━━━━━━━━━
●大磯通商店街 秋大祭（9／16）参加

平成１９年度〈前期〉クラブ活動成績結果

※成績結果報告書提出分のみの掲載

大橋隆之君（０４Ｊ）
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OPEN DIT

　１０月１８日木、総合学習の一環として、江南
市立西部中学校１年生２５人がDITを訪問した。
　始めにロボット工房で、西堀賢司教授（工
学部ロボティクス学科）とロボット研究部員か
ら、「リモコン花火（２００６ＣＶＧ文部科学大臣
賞受賞作品）」「サッカーロボット（２００５世界大
会ベスト１２）」「空中ブランコロボット（愛・地球
博出展）」「二足歩行ロボット（２００７ROBO－
ONE全国大会ベスト１６）」の説明を受け、さら
に体験した。

　次に、溝口正信教授（工学部ロボティクス
学科）の「産業ロボットの説明と実演」。さまざ
まなシーンにおいて活躍しているロボットの説
明を講義室で受けた後、ロボット実習室に移
動して、実際に動く産業ロボットの実演を見学

した。生徒たちはロボットのスピードと正確さ
に面白さを感じ、引き込まれていたようだった。

　最後に情報教育センター・図書館を見学後、
１４階ラウンジで昼食。
　ロボットに触れてもらう総合学習をDITで展
開した。

　１１月１日木、柴田小学校２年生の児童が
生活科授業「町探検」でDITを訪れた。始め
に事務所でインタビュー。クラブの種類は？ 
昼食はどんなものを食べるの？ 学生が遊ぶ場
所は？ などなど…事務所に座り込んでしまう
ほど教務室 森川博光さんへのインタビュー
は盛り上がった。
　次にDITの施設を見学。図書館・学生食
堂・体育館などを回った。児童全員が図工好
きということもあって、特にロボット工房では目
を輝かせていた。

　１１月３日土、４日日の両日、JAXA宇宙
教育センター主催のリーダーズセミナー東海
が、DIT交流室で開催された。
　最終講演者は、澤岡昭学長が務め、「もうす
ぐ完成外国際宇宙ステーション」と題して講演
した。
　リーダーズセミナーの参加者は、JAXAより
リーダーズセミナー修了証が授与され、今後
のイベントで活躍が期待されている。

江南市立西部中学校 DIT見学会

　９月３０日日、DIT石井記念体育館で全日
本ロボット相撲東海地区大会が開催された。
　この大会は、「ものづくり」の楽しさを知って
もらうことを目的としている。
　開会式では、澤岡昭学長が「大同工業大
学は、ロボットのメッカを目指す 外 」と宣言、会
場を盛り上げた。
　大会には、大同工業大学大同高等学校が
出場、手に汗握る攻防戦を勝ち進み、見事入
賞、全国大会へとコマを進めた。
　この様子は、当日の「ＣＢＣテレビ」「中京テ
レビ」の夕方ニュース、１０月１日月の「中日新
聞」「朝日新聞」朝刊で紹介された。

全日本ロボット相撲大会
東海地区大会

ＪＡＸＡ主催
リーダーズセミナー東海

　１０月２７日土、DIT石井記念体育館で楽し
みながら健康について学ぶ「すくすくこども健
康教室」を開催した。「楽しく運動外おいしく
栄養外」がテーマのこのイベントにおよそ
８０人の親子が参加。「こども運動」を
担当した水野義雄教授（教養部保
健体育教室）は５種類の運動を楽
しく展開。アシスタントのDITハン
ドボール部員たちの活躍もあって、
会場は笑顔であふれていた。

大同工業大学・宏潤会大同病院・カゴメ㈱・㈱スズケン・ファイザー㈱

第11回 すくすくこども健康教室

名古屋市立柴田小学校
DITを訪問

二足歩行ロボットの実演

サッカーロボットの説明

二足歩行ロボットの体験リモコン花火の実演

産業ロボットの実演
講義
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■ 澤岡昭 学長

工学アカデミー世界大会で招待講演

　１０月２４日水、東京で開催された工学アカ
デミー世界大会で学長が招待講演を行った。
２年ごとに開催される今年の世界大会のテー
マは“地球の持続的発展のための技術的挑
戦”であった。学長は、TECHNOLOGICAL 
CHALLENGES OF JAPAN ON THE 
INTEGRATED EARTH OBSERVATION 
FOR SUSTAINABLE DEVELOPMENT
（持続的発展のために統合された地球観測技

術に関する日本の挑戦）と題する講演を行っ
た。学長は２００５年より文部科学大臣の諮問
機関である地球観測推進部会の部会長を務
めており、この分野の専門家として招待講演
の依頼があった。人工衛星を使った温室ガ
スや海洋における異常気象観測の課題を中
心に報告を行った。

　１０月２６日金、瀬戸市文化センターで瀬戸
西高校創立３０周年記念式典が開かれ、澤岡
学長が記念講演した。
　講演では国際宇宙ステーション計画の歩み
や宇宙飛行士の仕事内容、船外活動の難し

さなどを説明。日本人宇宙飛行士の活躍も
紹介し、「私自身も宇宙飛行士になりたいと
思っている」と語った。
　この様子は、１０月２７日土の中日新聞に大き
く掲載された。

　橋口講師がロボット分野の優秀な論文に贈
られる日本ロボット学会ベストペーパーアワー
ドを受賞しました。対象となったのは、
「Natural resolution of ill-posedness of 
inverse kinematics for redundant robots： 
a challenge to Bernstein's degrees-of-
freedom problem」というロボットの運動制御
に関する論文で、９月１４日金に表彰式が行
われました。今後ますますのご活躍が期待
できます。

　東海テレビ『ぴーかんテレビ』人気コーナー
「主婦力判定テスト２００７」の実験クイズに解説
者として井上教授と西堀教授が出演依頼を
受けた。井上教授は今回で２回目の登場と
なる。このコーナーは家事の裏技から料理の
基本、食事のマナーまで、主婦なら知ってて
当然、知らなきゃ恥外そんな常識をクイズ形
式で紹介するもの。
　９月２６日水にぴーかんハウスで行われた
実験ロケは相変わらずのぶっつけ本番、リ

ハーサルなし。しかしさすが２回目登場の
井上教授。前回の一発ＯＫ、ロケ所要時間３０
分の記録を更新。見事２０分で一発ＯＫ終了
した。
　一方、西堀教授はというと、ロケ所要時間９０
分…。実はぴーかん名物リポーターの藪みゆ
きさんが実験に悪戦苦闘。なかなかうまくい
かない実験結果に、解説だけの出演だった
西堀教授が急遽、実験にも参加することに…。
何だかんだで時間はかかってしまったが、笑
いの絶えないにぎやかなロケとなった。

■ 井上孝司 教授（工学部機械工学科機械工学専攻）
　 西堀賢司 教授（工学部ロボティクス学科）

東海テレビ『ぴーかんテレビ』に出演

愛知県立瀬戸西高等学校
創立30周年記念式典で
記念講演

井上孝司教授

西堀賢司教授

■ 橋口宏衛 講師
　 （工学部ロボティクス学科）

日本ロボット学会
ベストペーパーアワード受賞
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　昨年１０月に開講された講座「ホームページ
の作り方」で、講師を務めた浅井准教授の丁

寧かつ親切な教え方が好評だった。また引き
続きパソコン講座をシリーズ化して欲しいとの
要望もあり、実現したのが今回のこの講座。
２５人定員に５８人の希望者が集まった。
　１１月１日木から１２月６日木にかけての全
５回、DITマルチメディア教室で講座「パソコ
ン次の一歩らくらくＥｘｃｅｌ入門」を開講。日常
生活や仕事にも役立つ技能の習得を応援し
たい一心で、表計算やグラフ、データ集計な
どの学習プログラムを展開した。

　１１月３日土、中部公民館ふれあいプラザ
で「癒しと老いの時空間」と題し、清水准教授
が講演した。
　現代日本の超高齢化社会における「老い」
と東南アジア大陸部の少数民族社会での「老
い」の違いを社会文化的側面から分かりやす
く説明した。東南アジア大陸部の少数民族
社会では、文字の読めない人が多く記憶力の
良い年を重ねた人が社会では偉く、家族にお
いてはその人が中心的人物となる。日本とは
大きく異なる点だ。

　少人数の参加者ではあったが活発に質問
が出され、有意義な講座となった。

　平成１９年１月より日本代表のナショナルス
タッフ・コーチに日本ハンドボール協会から就
任要請を受けた佐藤講師。Ｉvica Rimanic

（イビィツァ・リマニッチ）監督、Roland Nemes
（ネメシュ・ローランド）コーチと共に愛知県・北
海道・埼玉県での「強化合宿」、「クロアチア遠
征（５／６～２３）」、「チュニジア・スロベニア
遠征（８／４～２０）」に唯一の日本人ナショナ
ルスタッフとして参加。選手と共に北京オリン
ピック出場を目指した。
　そして迎えた「２００８年北京オリンピック男子
アジア予選　愛知・豊田大会」（９／１～６・
スカイホール豊田）。結果は２勝２敗で３位
に終わり、残念ながら北京への夢は断たれた
が、会場をブルー一色に染めたサポーターか
らは惜しみない拍手が送られていた。

　１０月２５日木、名古屋市女性会館で開講さ
れた公開講座「マイクロバブルの生成とその
利用」に５０人を超える受講生が集まった。講
師は泡のメカニズムについて研究している松
浦教授が務めた。
　講座では環境浄化、医療や美容等の分野
で注目を浴びているマイクロバブルの性質か
ら一般家庭で気軽に作る方法まで、映像を交
えながらわかりやすく解説した。
　講座開始前は最前列の席から座り、終了後
は質問に並んで待っている受講生たちの姿
が印象的だった。

　横山准教授が、東海ラジオに出演した。番
組名は「トップインタビュー」。オンエアは１１月
１７日土の昼。この番組は東海地方のさまざま
な分野で活躍している方 を々スタジオに招き、
インタビューするもの。横山准教授はこの番
組で１５分間、たっぷりとDITの魅力や２００８年
４月新設の情報学部情報デザイン学科プロ
ダクトデザイン専攻の話、研究活動のことなど
をわかりやすく話した。アナウンサーの深谷
里奈さんとのコンビネーションも抜群で、楽し
いトークを聞くことができた。

■ 浅井淳 准教授（工学部ロボティクス学科）

名古屋市南生涯学習センター・DIT講座
「パソコン次の一歩らくらくExcel入門」

■ 清水郁郎 准教授（工学部建築学科）

知多市・DIT提携講座「癒しと老いの時空間」

■ 佐藤壮一郎 講師（教養部保健体育教室）

コーチとしてハンドボール日本代表を率いる

■ 松浦章裕 教授
　 （工学部機械工学科先端機械工学専攻）

名古屋市・DIT連携講座
「マイクロバブルの生成とその利用」

■ 横山弥生 准教授
　 （情報学部情報学科コンピュータサイエンス専攻）

東海ラジオ
「トップインタビュー」に出演

佐藤講師（右）

横山准教授（右）
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学長　DIT生活、振り返ってみるとどうです
か？
皆月さん　早かったですね、工学に関するこ
とを学んだだけでなく、考え方の視野が拡が
りました。研究指導教員は熱工学分野の専
門の先生でした。研究テーマを考えた時、ま
だ、未踏分野としておかれていた「人工知能」
という分野に私は興味を持っていました。熱
工学という分野とは異なる人工知能を活用し
た研究テーマに挑戦したいと指導教員に相
談したところ、論文になるのかどうかわからな
いけれども「トライしてみてはどうか」と言って
いただき、「人工知能～ファジィ理論」まで勉
強することになりました。
　当時は、人工知能の概論に関する授業も開
講されていませんし、先行研究も少なく、あき
らめようと思った時もありました。しかし、その
ように悩んでいた頃、地下鉄の自動運転にお
いてファジィ制御を用いたというニュースを聞
いて、その列車の自動運転を示すシミュレー
ションシステムをPrologという人工知能開発
言語で作りました。
　その頃からでしょうか、自分へ言い聞かせ
ている言葉があります、「困難な課題に遭遇し
た時にこそ、自分を成長させる最大のチャン
ス」。どうしても列車のファジィ制御を実現し
たかったため、ほぼ毎日大同町駅から電車の
１両目に乗って運転手（人間）がどのタイミン
グでブレーキをかけているか等を見ながら何

往復も乗車していました。周囲の友人達はそ
こまでしなくてもと言っていましたが。ある時、
その友人から最近「指導教員の先生が電車
の１両目に乗り込んで運転台を覗き込んでい
るぞ」と聞きました。聞けば指導教員の先生
自身も人工知能の理論研究を始めたとのこと
でした。そのおかげで先生とたくさん議論す
ることができました。
　熱工学の指導教員の先生は大学院の１年
目で退職され引き続き生産管理分野の先生
が指導教員となり、人工知能やファジィ理論を
生産や経営的な意思決定を支援するシステ
ムを開発して修士論文としてまとめました。
DITで学んだひとつに「困難な課題に対して、
決してあきらめない前向きな姿勢」を挙げます。
研究での人工知能やファジィ制御のアルゴリ
ズム開発の当初はエラーばかり。それでも前
向きに粘り強く対処できたのはDIT伝統の実
学を重んじる教育と教員の方 の々学生へのエ
ンカレッジ「がんばれ鎧」のおかげだと思いま
す。
学長　それから博士課程を志願したのはな
ぜですか？
皆月さん　DITの大学院修了から数年間は
高等学校に勤務していました。高等学校に
勤務しているあいだに文部科学省（旧文部
省）の指示でアメリカ・ニューヨーク州の学校
に派遣される機会がありました。派遣では，
現地の教員宅（ロングアイランド）にホームス
テイをしながら一緒に学校に通っていました。
　アメリカ滞在中は、多くの行政・教育機関や
民間企業を視察するなど先進的な取組みや
技術にふれて、DITの研究成果をさらにス
テップアップさせたいという気持ちが大きく
なっていることに気づき、大学院博士後期課
程の試験を受けることを決めました。
　博士後期課程では、第５世代コンピュータ
の研究リーダであった先生が指導教員でした
ので、博士論文の作成段階から人工知能や
意思決定の研究議論がスムーズにできました。
博士後期課程では、社会科学系分野も学ぼう
と、DITの修士課程の生産管理工学の知識

をもとに経済・経営学の分野についても徹底
的に勉強しました。おかげで今、ＭＯＴ（技
術経営）の分野でも教育・研究ができるまでに
なり１１月には国際会議でＭＯＴ教育に関する
提言をおこないました。
学長　博士論文のテーマは？
皆月さん　大きなテーマは「ナビゲーションの
高度化（知能化）」。メインとなるのは、「現状
のナビゲーションシステム（カーナビなど）が
計算する最短経路はユーザに最適な経路で
満足させるのか」という疑問から始まります。
Ａ地点からＢ地点に行くのに例えば気分転換
がしたい、喫茶店に行きたい等といった個人
の欲求や嗜好の程度をコンピュータに入力す
ることによって、それらのユーザの意図を最適
かつ満足する経路として導出するアルゴリズ
ムの開発を目指しました。
　開発したシステムのコアはDITの修士論文
で用いた人工知能・ファジィ理論そしてＡＨＰ
（階層化意思決定法）というシステマテックな
アプローチで、開発に関する課題解決はDIT
で時間をかけて開発したものが役にたちまし
た。すなわち、DITの修士論文のベースが
あったものが、博士後期課程の高度なシステ
ムに継承されたことになります。
　博士の学位をめざす場合、その前段階で
ある修士論文の成果が重要になります。具体
例では大同町駅から列車に乗っていたファ
ジィ理論の実証的研究のノウハウもナビゲー
ションの知能化に関連して活かされています。
DITでの実践的研究の蓄積が博士論文にお
ける開発システムに入っているエッセンスの
重要な要素であったことは間違いないのです。
　今思えば、博士後期課程の厳しい研究に
耐えることができたのもDIT精神のおかげ。
博士の学位（Ph. D）を取得し学長賞をいただ
き、北海道釧路公立大学に奉職し現在に至っ
ていますが、困難な課題に対する不屈のDIT
精神は日々、北の大地でも持ち続けています。

元気印の卒業生

北海道 釧路公立大学 経済学部 准教授　皆月  昭則
大同工業大学大学院　工学研究科修士課程修了

本本本本本本本本本本本学学学学学学学学学学学̤̤̗̗̗̗̗̗̗̗̗̗̗̤̤̤̤̤̤̤̤̤ օօօօօօօօօօօ݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄তততততততততততଇଇଇଇଇଇଇଇଇଇଇさささささささささささんんんんんんんんんんんににににににににににに
ᖒᖒᖒᖒᖒᖒᖒᖒᖒᖒᖒԬԬԬԬԬԬԬԬԬԬԬততততততততততত学学学学学学学学学学学がががががががががががイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタビビビビビビビビビビビュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻ

⑬



DAIDO CAMPUS No.63 11

　釧路公立大学 経済学部では経済・経営学科においてオペ
レーションズリサーチ（管理工学）のほか、プログラミング演習
によるシミュレーション、産業技術論でイノベーション創出や
設計における創造性開発についての講義を担当。

また、研究分野では、文部科学省科学研究費の「社会・安全システム工学」分野のテー
マに採択され、地震・津波の避難計画や経済的視点からのリスクマネジメントを研究してい
る。その他、京都における伝統工芸の技術の伝承と現代イノベーションの創出でＩＥＥＥの
サイバネティックス分野で発表している。
　２００６年度情報教育研究集会における投稿論文と講演で「最優秀賞」に選ばれた。テー
マは「社会科学系におけるプログラミング授業展開の一考察」。情報教育研究集会は文部
科学省後援で、国公私立大学の教員が多数参加している。今回は投稿論文数２４５件、そ
のナンバーワンとなった。
　１１月９日金 大阪大学コンベンションセンターで開催された、２００７年度情報教育研究集
会の全体会で発表と表彰式がとりおこなわれた。

PROFILE

学長　釧路公立大学に決まったのはいつ頃
ですか？
皆月さん　大学院大学３年次の９月に決ま
りました。指導教員の先生がいくつか紹介し
てくれたのですが、もう公募の時期になってい
たので自分が気に入った大学にチャレンジし
ようと、釧路公立大学を一番はじめに志願し
て採用候補になりました。他にも採用候補に
なったという大学もありましたが、最終面接で
帯広空港から列車で釧路を訪れた時に目に
入った大自然の豊かさや、感じた人の暖かさ
から決めました。
　また北海道は自然に恵まれている反面、さ
まざまな災害や課題が多いということを聞き、
新たなる研究にチャレンジができそうというモ
チベーションの高まりを感じたことも理由のひ
とつです。例えば地震や津波、また国内唯一
の海底炭鉱の存続も日本のエネルギ保証を
考えると課題になります。
　着任して何度も、海底下４００～７００ｍまで視
察しました。海底下には東京の山の手線の
外周と同規模の坑道がありまして炭鉱専用に
開発された列車や特殊な機械が稼働してい
ます。そういった大規模なプラントや機械を
どのように維持していったらよいのか、技術の
伝承は日本のエネルギ保証と直面する課題
です。
　日本のこれまでの発展経緯は、石炭の恩恵
も大きく関わっていると思いますし、現在、火
力発電所の石炭の需要は増加の一途です。
炭鉱という大規模なシステムを閉山ということ
は簡単ですが一度ＯＦＦにしてしまうと、将来
のエネルギ保障において炭鉱というシステム
が必要になった時、「採炭してください」と言っ
ても大規模システムの再起動は困難です。こ
の課題は，技術と経済という両面からの政策
提言が必要でありその役割を期待されてい
ます。
学長　DIT卒業から経済学部准教授へ。この
道すじはまったく独自のものであると思いま
すか？ それとも関係性があると思いますか？
皆月さん　私は技術と経済は双対性があり、
広義に理解しますと社会に関係性があると思
います。現職において私は社会科学系学生
に対して「社会・生活から技術を見る視点」を
養うために授業で模索中です。例えば学生
は、イノベーションや事業化という言葉を容易

に使用しますが、その具体例を十分に説明す
ることはなかなか容易ではありませんし、実践
はできません。やはり、事業化の裾野には「も
のづくり」という技術があり、単にマネージする
だけでは社会・経済は成立しないのです。も
のづくりは書いたものを読むだけでは理解で
きませんし実践が必要です。やはり体験し肌
で感じないとだめ。ですから今、実現させた
いのはDITのような実学重視の環境があれば
釧路公立大学の学生の学問的理解は深まる
と思います。
学長　新聞で皆月さんの災害時の避難経路
や情報伝達の研究を見ました。今、災害や温
暖化等の問題にさまざまな省庁が取り組んで
います。それらを取りまとめて推進する委員
会が文部科学省に発足しました。その委員
長に私が任命されて今年で３年目になります。
　その委員会では地震や津波をはじめ異常
気象等の地球規模の問題が含まれています。
最近、委員長として恥ずかしくないよう地震
や火山、地球温暖化の勉強を沢山しました。
カムチャッカ半島、北方領土から釧路にかけ
て、地震を中心とした災害は数年に１回起
きる可能性が高いため、皆月さんはますま
すその分野のキーパーソンとなるでしょう。
ぜひ地域の頼りになる人物となってもらいた
い。それには「あの人の言うことだから聞かな

きゃね」と言われる、そういう信頼感を持た
れる存在になってください。期待しています。
皆月さん　一生懸命がんばります。困難な
課題にこそ不屈のDIT精神でトライするスタイ
ルを忘れることなく実践し、北海道地域をはじ
め社会に貢献したいと思っております。
学長　最後に後輩達へメッセージをお願い
します。
皆月さん　DITのポリシーは基礎・基本に忠
実で、DITの環境はそれらを再現できる恵ま
れた環境があります。新しいことに挑戦する
には、やはり基礎・基本が大切です。何かトラ
ブルが起こった時、昨今のシステム等が複雑
になっていますが、やはり原点に返らなければ
いけない。技術や社会の課題でも基礎・基本
に戻らなければ、どう対処していいのかわか
らなくなるという実情を耳にすることが多い。
　私がDITで学んだことのひとつに困難な課
題に立ち向かう姿勢がある。トライ＆エラーを
繰り返して粘り強くやっていく姿勢です。また、
何でもいいから大学生活でやり始めたことは
自分が納得するまできっちりチャレンジし継続
してほしい。その後、DITの経験をバネにし
て進むべき方向を変えてもいいでしょう。また、
必ずどこかの場面でDITにおける研究論文
作成などで指導教員の先生と議論し試行錯
誤し悩み解決した経験は役に立つと思います。

澤岡学長（左）、皆月さん（右）

▼

趣味はドライブです
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研究室ニュース

　９月１２日水、ミッドランドスクエアで「ロボッ
トビジネスフォーラム」が開催された。
　このフォーラムでは、展示会・個別面談会、
そしてロボットビジネスに係る５つのセミナー
が実施された。セミナー４のキャンパスベン
チャーグランプリ受賞者による事例発表で、
昨年度の全国大会グランプリ受賞者である近
藤さんが講演依頼を受け、「リモコン花火が実
現する生活空間」と題して発表した。

　１０月５日金、トヨタ自動車株事務本館ホー
ルで、DITオリジナル「空中ブランコロボット
（４号機）」がトヨタ自動車創立７０周年記念の
「創意くふう展示会」で特別展示（実演）された。
　このイベントに出展することになったのは、
去る８月３日金に産業技術記念館で開催さ
れた「高校生のためのハイテクイベント」に、愛
知万博でも大人気だった２号機を出展したこ
とがきっかけ。
　電気を使わずに動くからくりの面白さがトヨ
タ自動車関係者の目に留まった。なんと上り
勾配のブランコ列を電気的動力無しでロボッ
トが渡っていく。今までロボットミュージアムで
展示されていた、人気の作品だ。
　１１月２２日木～２５日日にポートメッセなごや
で開催される名古屋モーターショーの「ＩＴＳ
特別企画展」にも出展された。
　サーカスロボットは様 な々イベントに引っ張り
だこだ外

　９月２３日日、栄の久屋大通公園で「環境
デーなごや２００７」が開催された。
　このイベントは、環境問題に取り組む市民や事
業者、行政が一体となって成果などをＰＲするも
ので、今年で８回目。 DITは２ブースを出展した。
　「リサイクルフラワーボトル工房」は、ペットボ
トルを再利用して、見た目にもきれいな植木鉢
を作るというもの。用意していた花「１２０株」を
選ぶ人だかりで大盛況。
　また、「名古屋の地盤環境と水環境」では、
「清流の再生を夢の技術で外」を合言葉に実
施された「堀川エコロボットコンテスト２００７」に
出展した機材の実演や、地盤の液状化を再
現する装置の展示・実演等で来場者に環境
問題を訴えた。
　DITは他にも、環境デーなごや２００７「クリー
ンキャンペーン」企画等、環境問題に関わる
様 な々イベントに積極的に参加している。

研究室

ງ研究室
近藤弘憲さん（大学院修士課程１年）
ロボットビジネスフォーラムで講演

ງ研究室

空中ブランコロボットが
トヨタ自動車株で特別展示

大౦憲ೋ研究室＆ງকਓ研究室
（工学部ࢢ環境デβイン学Պ）

環境デーなごや
「リサイクルフラワーボトル工房
／名古屋の地盤環境と水環境」
ブース出展

　１１月２２日木～２５日日、ポートメッセなごや
で２００７名古屋モーターショー共同企画　特
別企画展ITSワールドinあいちが開催された。
　そのイベントのロボット企画展に西堀研究

室が出展した。また会場中央に特設された
ステージでは、研究室の活動紹介とロボット
バトルを披露し、多くの来場者を楽しませた。

ງ࢘ݡ研究室（工学部ロボテΟクス学Պ）
あいちITS交流フォーラム２００７  特別企画展
ITSワールドinあいちでブース出展＆ステージ発表

研究室ٱ藤ٛࠤ
（工学部ిࢠిؾ工学Պ）

日刊工業新聞が研究室を取材
　１０月１０日水、日刊工業新聞の紙面に「大同
工大が発電技術」と大きく掲載された。形状
記憶合金ワイヤと車輪を用いて発電する技術
を開発した佐藤教授の研究だ。形状記憶合
金ワイヤを上下２つの車輪にかけてつなぎ、
下部の車輪にかかっている形状記憶合金ワ
イヤを温めると反作用によって上下の車輪が
回り出す。その回転運動を使って発電機を動
かすメカニズムを紹介した。工場や火力発電
所などの廃熱を利用して発電する技術として
実用化を目指している。
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研究室ニュース

　１０月３日水～５日金の３日間、東京・国
際展示場で開催された国際福祉機器展に小
林教授と福祉機器メーカーとで共同開発した
装具「スベラズフィット」が展示された。これは、
下肢機能の衰えた人や障害をもつ人の転倒・
転落事故予防・リハビリテーション時等に活用
されるもの。この介護福祉用具の使用実験を
卒業研究の一環として取り組んでいるのが宮
田君だ。彼の実験データ結果が試作品ととも
に展示・公開された。

　１０月２８日日～３１日水、仙台国際センター
で開催された国際会議「IAQVEC２００７」にお
いて棚村さんが論文「EVALUATION ON 
THE DISTRIBUTION CHARACTERISTICS 
OF COOKING ODORS AND DEODORIZATION 
EFFICIENCY OF THE NEW AIR CLEANING 
SYSTEM（新開発調理機用脱臭システムの
性能評価に関する研究）」を発表した。電機
機器メーカと電力会社が共同製作した脱臭シ
ステムの性能評価について、３年間の研究成
果を英語でプレゼンテーションし、またブース
展示を行った。その際にブースを訪れたデン
マークの大学教員から来年夏、デンマークで
開催される国際会議の情報を聞いた。室内

空気の研究が盛んで、その分野の権威も多い
北欧に興味があった彼は「挑戦したい 外 」と強
く思った。すぐに光田准教授に相談。全面的
に協力してくれるとのこと。この積極的な行動
には自分でも驚いていた。考えてみると仙台
の国際会議に参加したきっかけは光田准教授
から言われて…しかし次は違う、自分からだ。
　棚村さんにとって国際会議初挑戦は、将来
の可能性を切り開く成果をもたらしたようだ。
　また板倉さんも同会議で論文 「SURVEY OF 
CHARACTERISITICS OF THE ODER 
IN MEDICAL FACILITIES」を発表した。

　中部地方の企業や大学が開発した最新技
術を紹介するイベントが、１０月１１日木名古屋
栄ビルディングで開かれた。
　会場には未来の暮らしを支える、およそ８０
シーズの新製品・新技術が展示された。　
DITは堀研究室がエネルギー部門で「燃料
電池」を、また西堀研究室が新製造技術分野
で「ＬＥＤ、ＰＳＤを用いたミラーの二次元傾斜

計測装置」と情報通信分野で「リモコン花火」
を展示した。
　イベント当日の夕方、ＮＨＫ総合テレビ
「ほっとイブニング」では、会場の様子を放送、
リモコン花火（ＣＶＧ文部科学大臣賞受賞）の
開発者 近藤弘憲さんが紹介された。放送後、
DITにはリモコン花火への問い合わせが数件
あった。
　また、両研究室は、１０月１２日金・１３日土に
開かれた「岐阜テクノファア２００７」にもブース
を展示している。

　９月７日金～９日日の３日間、ポートメッ
セなごやで、「自動車」をとりまく環境諸問題を
解決すべく、自動車に関する最新の環境対策
技術やＣＯ２ 削減技術などを紹介する、環境に
やさしい「クルマ」の技術産業展が開催され
た。そのイベントに堀研究室がブースを出展。
最前線における燃料電池の研究を紹介した。

研究室

ງ研究室＆ງ研究室

中経連テクノフェア２００７にブース展示

ޫ田ܙ研究室（工学部ݐங学Պ）
棚村壽三さん（大学院修士課程２年）板倉朋世さん（大学院博士後期課程３年）

国際会議「Indoor Air Quality,Ventilation ＆ Energy
Conservation in Buildings（IAQVEC2007）」で論文発表

খྛਖ਼典研究室
（工学部機ց工学Պઌ機ց工学ઐ߈）
宮田昌典君（４年）
第34回国際福祉機器展で
実験データを公開

ງඒ研究室
（工学部機ց工学Պઌ機ց工学ઐ߈）
環境にやさしい「クルマ」の
技術産業展にブース出展
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研究室ニュース

　萩原研究室は構造形態創生のアルゴリズ
ムや考え方を用いた「新しいかたち」や「独創
的なアイデア」を評価するコンテスト「形態創
生コンテスト」に２度目の挑戦で見事、優秀
作品に輝いた。
　古田さん（当時院１年）と増田君（当時４
年）で挑んだ昨年は、最終審査の４作品まで
残ったものの、準備・知識・経験不足を痛感さ
せられた結果に終わったが、今年はその悔し
さを晴らしてみせた。
　再挑戦のきっかけは、卒業研究テーマのひ

とつとして「形態創生」を選んだ羽根君と松本
君を古田さんがコンテストに誘ったのが始まり
で、それは彼らふたりの苦悩への始まりでも
あった。アイデアも何もない、まったく新しく
「０」からのスタートだった。まずアイデアが
閃くまでに２ヶ月、そしてそれを提出用ポス
ターに仕上げるまでにまた２ヶ月かかってし
まった。その結果、構造解析していない状態
で、９月１４日金の書類審査に間に合わせて
提出した。当然評価されないと思っていたが、
最終プレゼンテーション審査の５作品に残っ

た。しかもアイデアがすばらしいとの高い評
価も得ていた。ここからまた１ヶ月半、苦悩
の日々が続いた。とにかく一生懸命、構造解
析しデータを集めた。また昨年の反省から、
プレゼンテーションへの準備も万全に行い臨
んだ１０月２６日金。東京大学で最終審査が行
われた。
　審査員の評価は「若く勢いがあり柔軟で奇
想天外なアイデアだ。すばらしい」「DITはお
もしろいものを毎年考えてくる」「２年越しの念
願がかなったね」など多くの賞賛を得た。
　「２０以上持っていったボツアイデアの作品
のひとつが萩原准教授のアドバイスで優秀作
品にまでなり驚いた。今はとりあえずホッとし
ている」と言うのは、羽根君と松本君。最後に
古田さんが「今回の苦労は必ず就職後に生き
るはず。羽根と松本は本当によくやった外」と
初めてふたりを褒めていた。

研究室

ഡ৳ݪ研究室（工学部ݐங学Պ）
羽根健介君（４年）・松本雄大君（４年）・古田寛生さん（大学院修士課程２年）

２度目の挑戦「形態創生コンテスト2007」

　衣食住といわれるように、建築やインテリア
はわれわれが生きていくうえで必要不可欠な
ものです。「まち」を見わたしてみると、そこに
は建築やインテリアが埋め尽くしているはず
です。つまり「まち」というのは建築やインテリ
アそのものの結晶体なのです。建築やイン
テリアに囲まれてわれわれは生活して、時に
笑い、時に泣き、生きているのです。そのわ
れわれの生活に欠かせない建築やインテリ
アがおかしなものだと、どこかわれわれの生
活もギクシャクしたものになってしまうと同時
に、「まち」の形さえもおかしなものになってし
まいます。建築やインテリアを学ぶというのは、
われわれが豊かに幸せに生きていくというこ
とを追求していくことなのです。
　私は「グッドデザイン賞」、「日本建築家協
会優秀建築選」等を受賞した「笹田学園田
町校舎」に代表されるハイテクデザインと呼
ばれる、まるでロボットや機械のような建築、
インテリアをつくっています。これは私が学生
時代にあこがれていたデザイン様式です。学
生のころの若い感性というはとても重要なの
です。大同工業大学の学生たちには、おお
いに若い感性を磨いて、社会に貢献する重
要な人材となっていくことを期待したいです。

山田幸司准教授
工学部建築学科

　幼少の頃から自動車の絵ばかり描いて
いた私が工業デザイナーを志したのは、
１９６２年（中学３年生）の時に東京モーター
ショーの会場でした。そこにはホンダが初
めて開発した四輪車「Ｓ３６０」が眩いばかり
に展示されていました。経済的な妥協の
産物でしかなかった「軽」がものの見事に
宝石のような存在に生まれ変わっていたの
です。
　しかし、それから僅か数年にして日本の
工業デザインは単なる産業の具と化してし
まい、暗黒の時代に入るのです。供給する
側の理屈や価値観に片寄った発想で作ら
れたモノに「ときめき」が感じられる訳があり
ません。
　ところが、２１世紀に入って、再びプロダク
トデザインは輝きを取り戻して来ました。
　現在はまだ、過去のカウターカルチャー
程度の範囲に留まっていますが、この勢い
を増し、それを加勢するのが大同工大のプ
ロダクトデザイン教育だと思います。関係
者の皆様のご理解とご協力をお願いします。

三原昌平教授
情報学部情報デザイン学科
プロダクトデザイン専攻
（２００８年４月新設）

　テクノロジーの発展や社会状況、地球環
境の変化などによって、プロダクトデザイン
もまた従来の枠組みの中で邁進することは
限界を迎えております。かつて正であった
事柄も今では悪であることも珍しくなく、
ヒューマニズムという内からの視点に加え、
地球外から、また未来という外からの視点
が強く求められています。
　デザインが応用芸術という言葉で語られ
ることがありますが、実社会に対して明確で
具体的な理知を提示することがデザインと
いう領域の使命であると言えます。学生と
は単なる教える側、教わる側という関係で
はなく、一つ一つの個として向かいあって
行きたいと望んでいます。また一方で彼ら
に背中を見せていくような実社会でのフィー
ルドワークに取り組んで行きたいと考えてお
ります。
　デザインも教育も生きているものでありた
いと思います。不易と流行の狭間で次の
世代を共に作り上げていきたいものです。

井藤隆志准教授
情報学部情報デザイン学科
プロダクトデザイン専攻
（２００８年４月新設）

羽根君（左）、松本君（中）、古田さん（右） プレゼンテーションの模様

新新新
任任
教
職
員
紹
介
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やるじゃんトピックス

त業開発ηンター

授業開発助成報告会／授業開発成果推進助成報告会

　９月４日火に授業開発助成報告会と授
業開発成果推進助成報告会がＡ棟１４階交
流室で行なわれました。１０時から始まり、
途中昼休みをとり１６時に終了しました。
　この助成制度についてまず説明しましょ
う。授業開発センターが発足したのは２００１
年４月ですが、同時に授業公開／授業研
究会がスタートしました（授業公開･授業研
究会については、大同キャンパス№６１
（２００７．７）に紹介しましたので、詳細につい
てはそちらをご覧ください）。その一方で
授業の開発・改善のためには財政的支援も
する必要がある、ということで学園・大学の
理解と協力をいただくことができ、２００３年４
月から授業開発助成制度が始まりました。
この制度の趣旨は授業研究会で議論に

なった全学的に共通する課題に取り組む授
業開発を促進することです。２００４年からは
授業開発成果推進助成制度が追加されま
した。こちらは、授業開発助成制度によっ
て成果があった授業開発を全学的に展開
するという狙いです。
　９月に行われた報告会では２００６年度に
採択・実施された助成の取組みが報告・議
論されました。午前が授業開発成果推進
助成報告会、午後が授業開発助成報告会
でした。午前は授業補助員を使っての取
組みが１１件、教材開発３件が報告されま
した。午後は教材開発５件、実験科目で
使う電子テキストの開発、学習教育目標到
達度の総合評価のシステム開発、学生実
験テーマの開発、エンジニアリングデザイ
ン能力養成のための教育手法の開発、授
業で使う学術用語・記号・単位についての
手引き作成の実施結果が紹介されました。
授業補助員、教材開発などの定番の取組
みに加えて、今回はユニークな試みもあり、
授業開発助成制度による授業改善の取組
みの更なる発展が期待できると思いました。

　平成１９年６月、泰日工業大学が開学し、
８月２日木に開学記念式典が行われた。
　今回、泰日工業大学から、学生や教員の
交換をはじめとする学術交流協定をDITと
結びたいと申し入れがあった。タイはシン
ガポール、マレーシアと並びこれからの経
済発展が期待されており、日本企業も多く
生産拠点を構えている。泰日工業大学は
「学問を発展させ、産業の振興に寄与し、
経済･社会に貢献する」を理念とし、エリート
養成でなく産業の基盤を支える人材育成を
目標としており、DITの人材養成目標と類
似している。泰日工業大学との学術交流
は、発展する南アジア地域にもDITが交流
拠点を持つことになり意義あることと考え、
学術交流協定を締結することが決まった。
　泰日工業大学は、長年日本とタイの交流
を支えてきた「泰日経済技術振興協会」が
資金を投じてできた大学で、昭和３０年代後
半から４０年代にかけてタイから日本に留学
し、ものづくり技術が日本の経済発展の原
動力であることを肌で感じた人たちの熱き

思いの結晶として開学に至った大学である。
　大学設立準備段階の平成１７年４月に、
泰日工業大学のスポン理事長とクリサダ学
長が 社日タイ経済協力協会の勧めで大学
設立の参考にするためDITを訪問された。
DITの教育システムや実験実習室に大きな
関心を寄せられ、支援委員としての要請が
あり井上茂樹副学長がこれを務めてきた関
係で、今回の開学記念式典に井上副学長
が招かれ参列した。
　１０月３０日火、クリサダ学長が来日。DIT
の施設を見学後、理事長室で学術交流提
携調印式を行った。

 11212月月 
２２土 集中講義・補講日
２３日 天皇誕生日
２４月 授業日（振替休日）
２５火 クラブ推薦（Ⅱ期）、特別奨学生・M方式入試
　　 補講日（～１２／２７）
２８金 冬季休業開始（～１／５）
 111月月 
１火 元日
５土 冬季休業終了
８火 成績報告期間（～２／８）
　　 成績単位票（OCR）配付
９水 第１０回就職ガイダンス（～１／１５）
１１金 クラブ活動報告会
１２土 集中講義・補講日
１４月 成人の日
１６水 補講日（～１／１７）
２６土 前期A方式　集中講義・補講日
２７日 前期B方式
２８月 定期試験（～２／１）
 222月月 
２土 定期試験予備日
４月 追・特追試験（～２／６）特別集中補講（～２／８）
　　 第１１回就職ガイダンス（～２／５）
９土 中期・外国人留学生・委託学生・再入学（Ⅱ期）試験
１１月 建国記念の日
１３水 卒業研究発表（～２／１５、１８）
２５月 試験結果通知書配付（～２／２６）
　　 異議申請受付（～２／２６）学修指導期間（～３／１９）
２６火 AO入試（Ⅱ期）（２／２８迄）
 333月月 
４火 成績確定日
１０月 大学院（博士）入試
１１火 大学院（修士）入試
２０木 春分の日
２１金 学位記授与式　卒業パーティー
２２土 春季休業開始
２４月 ガイダンス・履修登録期間（～３／２８）
２５火 健康診断（～３／２８）

泰日工業大学（タイ・バンコク）との学術交流提携

澤岡学長（左）とクリサダ学長（右）（調印式より）

DIT
スケジュール

認証評価における
実地調査が実施されました
　本年度に財日本高等教育評価機構で受審して
いる認証評価における実地調査が、平成１９年１１
月６日火から７日水にかけて実施されました。自
己評価報告書や資料等の書面調査に基づき、教
育研究、組織運営及び施設設備等の各調査が行
われ、全学的な協力体制の下、無事終了すること
ができました。評価結果は、平
成２０年３月に本学への通知と
文部科学大臣への報告がなさ
れ、インターネットを通じて広く
社会に公表される予定です。
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　P０６でクラブ活動成績結果
を紹介したが、我がラグビー部
も「２００７ TOKAI STUDENT 
RUGBY LEAGUE（９／１６～
１１／１８）」に参戦した。初戦、
試合終了まで残り１分のラスト
プレー、２年生の学生が倒れ

た。タックルした際、相手選手の膝が額に入り、頭蓋骨陥没骨折の大怪我を
負った。彼は中学・高校とラグビー未経験であったが、ラガーマンの兄の影
響で入部。一生懸命練習に取り組んでいた。足が速い彼には、トライゲッ
ターとなるウィングのポジションを任せた。しかし、１年時のLEAGUEでは
ノートライに終わった。彼はいつも私に「トライしたいです外」と言い、休み時
間、サインプレーを書いたメモを持ってきていた。そして待ちに待った２年目
のLEAGUE初戦のこと。ショックだった。２週間後、髪の毛を剃り、頭を開き、
頭蓋形成術を受けた。手術は成功したが、精神面も心配だった。あれだけ
好きだったラグビーをやめてしまうのではないかと…。手術が終わった翌日、
私にメールが届いた。彼からだ。「またラグビーしましょう外☆」。またひとり、
生涯忘れることのない学生が増えました。

岩木呂卓巳講師
  （情報学部情報学科メディアデザイン専攻）

　　　　  『野山の歳時記』
　野山を散策するときに持ってゆきたい
１冊。
　四季の変化の中で出会う身近な草花
や虫たちの生態を、映像作家としてマ
レーシアや中南米などのフィールドで
培ってきた経験や知識を元に、自然への
愛情たっぷりに描いた写真エッセイ集。
　中日新聞紙上で５年間連載を続けて
いる「フォト歳時記」を大幅に加筆修正し
て、この本を編んだ。

発行所：株式会社 岩波書店
発行日：２００７年９月２６日
定　価：1,995円（税込）
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工学部  都市環境デザイン学科 教授

事 口 壽 男（享年６５歳）
着任　１９７８年４月１日
逝去　２００７年１１月２３日

　
　事口壽男先生（都市環境デザイン学科教
授）は、１１月２３日早朝、出張先のホテルで逝
去されました。享年６５歳でした。出張の２
日前、研究室前の廊下での会話が最後となり
ました。あまりの突然の死に、ただ言葉を失う
しかなく、この悲しみから逃れるには時間を借
りるより手がありません。
　先生は１９６９年３月、大阪市立大学大学院
工学研究科修士課程土木工学専攻を修了さ
れ、直ちに大阪市立大学工学部助手として勤
務、講師を経て、１９７８年４月、本学建設工学
科助教授として着任、１９８８年教授になられま
した。本学での在職期間は２９年７ヶ月の永
きに亘ります。この間、先生が本学のために
ご尽力された業績には、以下に記すように、多

大なものがあります。
１９７８年１０月～１９８０年１０月
　　　　　　情報処理センター次長
１９８０年１０月～１９８４年１０月 教務部次長
１９８６年１０月～１９９３年６月 国際交流委員長
１９９０年１０月～１９９２年１０月 建設工学科主任
１９９７年１０月～１９９８年３月 建設工学専攻主任
１９９７年１０月～２００３年３月
　　　　　　大学評価委員会委員長
１９９９年４月～２００２年３月 副学長
１９９９年１０月～２００１年３月
　　　　　　教授団資質開発委員会委員長
　この中で、特筆すべきものとして、本学にお
ける国際交流に関する業績があります。先生
は１９８１年９月から１年間、米国オレゴン州立
大学（ＯＳＵ）客員助教授として留学され、そ
の後の国際交流の活動目覚しく、１９８４年ＯＳ
Ｕとの姉妹提携調印の礎を築いたのでありま
す。先生が国際交流委員長の期間には、ドイ
ツのアーヘン工科大学を初めとして４校との
姉妹校提携がなされました。また、１９８７年か
ら３年間、文部省国際科学研究助成の支援
により、ＯＳＵから本学に３人の客員教授が長
期滞在され、本学からも３人の先生がＯＳＵ
に留学しており、１９９０年には土木学会協賛に
よる国際シンポジウムが名古屋で開かれまし
た。この他、夏季米国短期留学の団長として
学生を引率すること、５回に亘ります。

　また、先生は本学科の創設期
以来、土木工学の構造工学分野、
特に橋梁工学における教育研究
に尽力され、多くの研究成果を挙
げるとともに、優秀な卒業生を多
数輩出してこられました。なかで
も、中国からの留学生吉伯海さん

（現在中国の河海大学で副教授として活躍さ
れています）の身元を引き受けられ、研究の指
導に当たられました。よく二人で一緒に、先
生の奥さんの手作り弁当を食べられていた姿
が思い起こされます。
　私もまた、先生から多くの指導を受けた一
人であります。学位論文のための研究が滞っ
ていた時期、公私に亘り勇気付け、分野が異
なる私の論文草稿にも目を通していただきま
した。そして、夜になると、「ちょっと行くか」の
声がかかり、柴田の馴染みの店で“無法松の
一生”を歌ったのであります。酒を飲むことば
かりではありません、先生はスポーツ万能で、
教職員のテニス部の部長を長年勤められ、ゴ
ルフに関しても学内屈指の腕前でありました。
最後に、４年前の春、先生縁の店で句会を開
くことになり、先生が吟じられた句を披露して、
追悼の結びとさせて頂きます。 合  掌  

　新婚日夜桜通りなつかしむ
壽　男

工学部 都市環境デザイン学科 教授  舟渡悦夫

  人事（H１９．１１．２３付）
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